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(1) 動機： モンゴルは気候変動の影響で，ゾドと呼ば

れる大雪害や冷温による家畜の大量死がもたらさ

れている．ゾドによる気候変動リスクを低減するため

には早期適応指示が届く仕組みが末端行政区域

である町村（ソム）スケールで求められている．早期

適応指示をするに当たっては，地域ごとに異なる

現場の生態系や経済の脆弱性を事前に評価し，そ

の影響を事前に考慮することが重要である．そこで

本研究は評価に必要な変数を格納したデータベ

ースを構築し，脆弱性評価を行い，それをソム行政

に伝えるための早期適応指示システムを構築する

ことを目的とする． 

(2) 方法：本研究の方法は主に次の 3 つに分かれる．

1）脆弱性評価のためのデータベース構築 2)脆弱

性評価 3)脆弱性評価閲覧インターフェイスの開発

である．まず，1)ではモンゴル国内の家畜数や経済

状況等の統計データベース，GIS/RS データを収

集した．また，モンゴル国内では過去 40 年間にわ

たって 503 地点で草原や土壌，気象の観測を続け

てきており，近年そのデータが公開された．そのた

め，対象地域はこの 503 点が観測されている県単

位の行政区を対象とした．具体的にはモンゴル全

330町村（ソム）のうち，131 ソムを対象とした．これら

の多様なデータソースを時間，空間的に PostGIS

を用いて関係づけることでデータベースを構築した．

2)ではゾドによる経済的影響を各ソムの家畜の減

少量として，1)のデータから家畜減少量を説明する

モデルを作成し，モデルの変数を指標として各ソム

のゾドに対する脆弱性を評価した．3)では 2)で評価

した結果を元に早期適応策をソムごとに選定し，評

価結果と適応策の選定結果がソムごとに空間的に

閲覧できるシステムを開発した．適応策を現場の住

民が対応するかどうかはこのシステムのインターフ

ェイスで掲載されている情報によって左右されるた

め，インターフェイスで表示する情報を社会調査で

明らかにした．インターフェイスは GoogleMaps for 

Flash をベースとして開発した． 

(3) 結果： 脆弱性評価モデルはゾドの発生した過去 2

回の年の家畜減少頭数を被説明変数として，開発

したデータベースからヤギ・ヒツジの家畜構成割合，

乾燥地の景観区分面積，冬期のヤギ・ヒツジ牧草量

を説明変数とした非線形重回帰モデルとなった（図

1）．PostGIS をベースとしてこれらの結果を評価し，

その結果をソムごとに GoogleMaps for Flash を利用

したインターフェイスで空間的に閲覧できるシステム

を開発することにより，ソム単位の早期適応指示シ

ステムを開発することができた．これをベースとする

ことで，今後ゾドに対する早期適応指示をソム行政

に伝達する事が可能になった． 
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図 1 ゾドによる家畜減少量モデルの予測値と統

計値（上：ゾド 1999-2003 年，下：2009-2010 年） 

図 2 脆弱性評価システムのインターフェイス 


